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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第３四半期
連結累計期間

第38期
第３四半期
連結累計期間

第37期

会計期間
自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日

自　平成31年４月１日
至　令和元年12月31日

自　平成30年４月１日
至　平成31年３月31日

売上高 （千円） 7,560,753 9,469,234 11,436,754

経常利益 （千円） 317,715 247,623 431,175

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 242,694 395,160 38,787

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 224,556 373,846 23,732

純資産 （千円） 8,714,022 8,715,595 8,513,198

総資産 （千円） 14,379,521 14,087,246 14,091,673

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 8.49 13.83 1.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.6 60.9 59.4

 

回次
第37期

第３四半期
連結会計期間

第38期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日

自　令和元年10月１日
至　令和元年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 1.02 1.27

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は次のとおりであります。

 

＜精密貼合及び高機能複合材部門＞

　当社の連結子会社であった上海不二光学科技有限公司は、第２四半期連結会計期間において清算結了したため、

連結の範囲から除外しております。

 

＜環境ビジネス部門＞

　主要な関係会社の異動はありません。

 

　また、令和元年８月19日付で、当社の主要株主である松本實藏氏及び当社の大株主である松本春代氏の株式の全て

を、フォローウインド株式会社が取得いたしました。これにより、フォローウインド株式会社が当社の親会社に該当

することとなりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内での雇用情勢の回復基調が続くものの、世界的な貿易

摩擦の長期化に加え、中東を中心とした地政学リスク、新型肺炎の拡大による中国経済への影響等、国際的な要

因により、景気の先行きは依然として不透明な状況となっております。

　このような環境の中、当社グループの主力事業である精密貼合及び高機能複合材部門を取り巻く環境におきま

しては、中国の電子産業分野の不安定な状況の影響を受けつつも、自動車業界あるいは医療機器業界向け等、高

付加価値マーケットが伸長しており、当社のビジネス機会も増加することが見込まれます。一方、環境ビジネス

部門におきましては、国内再生可能エネルギー市場における制度変更の影響により、引き続き厳しい市場環境と

なりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ４百万円減少し、14,087百万

円となりました。当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ206百万円減少し、5,371

百万円となりました。当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ202百万円増加

し、8,715百万円となりました。

　また、当第３四半期連結累計期間における経営成績は、売上高9,469百万円（前年同四半期比25.2％増）、営

業利益238百万円（同17.2％減）、経常利益247百万円（同22.1％減）を計上いたしました。また、受取解決金

300百万円等を特別利益として計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は395百万円（同62.8％増）と

なりました。

　セグメントの経営成績は以下のとおりであります。

 

精密貼合及び高機能複合材部門

　国内外におけるディスプレイ・タッチパネル市場は、スマートフォン向け市場の成長率が鈍化する一方で、テ

レビ用途のサイズアップ、車載用途市場が拡大しております。また、医療機器業界向けのシェアも拡大し、教育

分野そしてアミューズメント分野等に使われる用途も拡大しており、市場全体としては引き続き成長が見込まれ

ます。一方で、様々な分野で多品種小ロット化が進んでいることや、必要部材等の高額化等により原価率も高ま

る傾向にあります。このような市場の変化の中、精密貼合技術やメカトロニクス技術を複合的に活用、新規生産

設備の導入による生産の高度化を実施することにより、新たな市場開拓に取組んでおります。更に、独自の技術

を活かした車載関連ビジネス、そして新素材加工事業にも注力、ロボット技術等メカトロニクス技術を応用した

ファクトリーオートメーションビジネスへの取組みも順調に推移してまいりました。

　この結果、売上高8,413百万円（前年同四半期比32.9％増）、営業利益230百万円（同0.7％増）となりまし

た。

 

環境ビジネス部門

　太陽電池の国内市場は、固定価格買取制度の見直しと買取価格の低下、また、海外生産品による価格競争の激

化により、産業用市場の環境が一層厳しさを増しました。また、ＯＥＭ供給品も生産量の拡大を目指し取組んで

まいりましたが、市場環境の悪化の影響を受けております。このような状況下、ＯＥＭ供給品については製品開

発・用途開拓等の開発要素が大きいものに注力、更にメンテナンス市場開拓も推進してまいりました。

　この結果、売上高1,055百万円（前年同四半期比14.3％減）、営業利益３百万円（同93.2％減）となりまし

た。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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（３）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、134,978千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（４）生産、受注及び販売の実績

　①生産実績

当第３四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結累計期間
（自　平成31年４月１日
至　令和元年12月31日）

前年同四半期比（％）

精密貼合及び高機能複合材部門（千円） 7,683,601 36.8

環境ビジネス部門（千円） 656,616 △10.9

合計（千円） 8,340,217 31.2

（注）１．金額は製造原価によっております。なお、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　②受注実績

当第３四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

精密貼合及び高機能複合材部門 8,399,516 28.4 276,741 △46.1

環境ビジネス部門 1,045,568 △18.6 118,475 △7.6

合計 9,445,085 20.7 395,217 △38.4

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　③販売実績

当第３四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結累計期間
（自　平成31年４月１日
至　令和元年12月31日）

前年同四半期比（％）

精密貼合及び高機能複合材部門（千円） 8,413,332 32.9

環境ビジネス部門（千円） 1,055,901 △14.3

合計（千円） 9,469,234 25.2

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当第３四半期連結累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は以下の

とおりであります。

相手先

当第３四半期連結累計期間
（自　平成31年４月１日
至　令和元年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

ＡＧＣ株式会社 4,753,670 50.2

株式会社リョーサン 1,198,102 12.7

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 105,000,000

計 105,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（令和元年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（令和２年２月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 29,786,400 29,786,400

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100

株であります。

計 29,786,400 29,786,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

令和元年10月１日～

令和元年12月31日
－ 29,786,400 － 2,000,007 － 2,436,668

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（令和元年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

    令和元年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,211,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,573,500 285,735 －

単元未満株式 普通株式 1,500 － －

発行済株式総数  29,786,400 － －

総株主の議決権  － 285,735 －

（注）１.「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

　　　２.「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が61株含まれております。

 

②【自己株式等】

    令和元年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

フジプレアム株式会社
兵庫県姫路市

飾西38番地１
1,211,400 － 1,211,400 4.06

計 － 1,211,400 － 1,211,400 4.06

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（令和元年10月１日から令

和元年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成31年４月１日から令和元年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あると築地有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成31年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(令和元年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,467,603 3,070,492

受取手形及び売掛金 ※２ 1,488,750 ※２ 1,728,439

商品及び製品 267,731 234,839

仕掛品 620,056 662,224

原材料及び貯蔵品 425,250 473,521

その他 34,338 35,074

流動資産合計 6,303,731 6,204,591

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,694,611 1,616,302

土地 2,521,563 2,521,563

建設仮勘定 2,578,513 2,651,315

その他（純額） 393,639 494,867

有形固定資産合計 7,188,328 7,284,048

無形固定資産   

その他 3,468 3,406

無形固定資産合計 3,468 3,406

投資その他の資産   

退職給付に係る資産 46,005 50,217

その他 554,801 549,645

貸倒引当金 △4,662 △4,662

投資その他の資産合計 596,144 595,200

固定資産合計 7,787,941 7,882,655

資産合計 14,091,673 14,087,246
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成31年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(令和元年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 1,163,928 ※２ 999,891

短期借入金 1,830,000 2,130,000

1年内返済予定の長期借入金 567,906 343,236

未払法人税等 94,024 97,370

賞与引当金 11,885 3,107

関係会社整理損失引当金 5,952 －

その他 117,386 199,248

流動負債合計 3,791,084 3,772,853

固定負債   

長期借入金 1,749,914 1,562,357

その他 37,476 36,440

固定負債合計 1,787,390 1,598,797

負債合計 5,578,474 5,371,651

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,007 2,000,007

資本剰余金 2,440,803 2,440,803

利益剰余金 4,757,413 4,981,124

自己株式 △863,890 △863,890

株主資本合計 8,334,333 8,558,044

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 18,395 16,747

為替換算調整勘定 22,350 －

その他の包括利益累計額合計 40,745 16,747

非支配株主持分 138,118 140,803

純資産合計 8,513,198 8,715,595

負債純資産合計 14,091,673 14,087,246
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成31年４月１日
　至　令和元年12月31日)

売上高 7,560,753 9,469,234

売上原価 6,634,265 8,598,919

売上総利益 926,488 870,314

販売費及び一般管理費 638,918 632,112

営業利益 287,570 238,202

営業外収益   

受取利息 4,687 5,299

受取配当金 7,439 7,013

為替差益 17,523 －

固定資産賃貸料 827 863

その他 6,832 5,612

営業外収益合計 37,310 18,788

営業外費用   

支払利息 6,778 6,074

為替差損 － 2,828

その他 387 464

営業外費用合計 7,166 9,367

経常利益 317,715 247,623

特別利益   

固定資産売却益 － 1,083

受取解決金 － 300,000

関係会社清算益 － 27,590

その他 493 －

特別利益合計 493 328,673

特別損失   

固定資産除却損 437 －

特別損失合計 437 －

税金等調整前四半期純利益 317,771 576,297

法人税、住民税及び事業税 41,388 115,627

法人税等調整額 33,042 62,825

法人税等合計 74,430 178,452

四半期純利益 243,341 397,844

非支配株主に帰属する四半期純利益 647 2,684

親会社株主に帰属する四半期純利益 242,694 395,160
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成31年４月１日
　至　令和元年12月31日)

四半期純利益 243,341 397,844

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △17,484 △1,648

為替換算調整勘定 △1,300 △22,350

その他の包括利益合計 △18,784 △23,998

四半期包括利益 224,556 373,846

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 223,909 371,161

非支配株主に係る四半期包括利益 647 2,684
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当社の連結子会社であった上海不二光学科技有限公司は、第２四半期連結会計期間において清算結了したため、

連結の範囲から除外しております。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、以下のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成31年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（令和元年12月31日）

北九州ＴＥＫ＆ＦＰ合同会社 575,000千円 537,500千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、以下の

とおりであります。

 
前連結会計年度

（平成31年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（令和元年12月31日）

受取手形 72,864千円 10,301千円

支払手形 120,871 137,409

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成31年４月１日
至　令和元年12月31日）

減価償却費 159,253千円 191,459千円
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（株主資本等関係）

　前第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 171,449 ６ 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金

 

　当第３四半期連結累計期間（自　平成31年４月１日　至　令和元年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和元年６月27日

定時株主総会
普通株式 171,449 ６ 平成31年３月31日 令和元年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

精密貼合及び高
機能複合材部門

環境ビジネス
部門

合計

売上高      

外部顧客への売上高 6,329,328 1,231,425 7,560,753 － 7,560,753

セグメント間の内部

売上高又は振替高
3,949 － 3,949 △3,949 －

計 6,333,277 1,231,425 7,564,703 △3,949 7,560,753

セグメント利益 228,712 54,834 283,547 4,023 287,570

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成31年４月１日　至　令和元年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

精密貼合及び高
機能複合材部門

環境ビジネス
部門

合計

売上高      

外部顧客への売上高 8,413,332 1,055,901 9,469,234 － 9,469,234

セグメント間の内部

売上高又は振替高
410 － 410 △410 －

計 8,413,743 1,055,901 9,469,644 △410 9,469,234

セグメント利益 230,216 3,710 233,926 4,275 238,202

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成31年４月１日
至　令和元年12月31日）

１株当たり四半期純利益 ８円49銭 13円83銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 242,694 395,160

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
242,694 395,160

普通株式の期中平均株式数（株） 28,574,939 28,574,939

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

令和２年２月12日

フジプレアム株式会社

取締役会　御中

 

あると築地有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 曽川　俊洋　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 長井　完文　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジプレアム株

式会社の平成31年４月１日から令和２年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（令和元年10月１日から

令和元年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成31年４月１日から令和元年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジプレアム株式会社及び連結子会社の令和元年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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